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wgŵ
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神
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寅
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靡

四

我
•國
法
上
に
於
て
學
港
の
所

’謂
物
權
契
約
な
る
も
の
ゅ
果
し
て
，如
何
な
る
も
の
を
意
味
す 

る
や
と
云
ふ
に
反
對
論
激
の
觅
解
は
極
め
て
節
眾

T

即
ち
從
來
反
®.論
潘
は
主
ど
し
て
我 

民
法
'、第

耳

七

十

六

條

に

存
す

る
^ 0
^ 0
^ 0
'承

な
る

語
を
見
て
我
民
法

か

所

鋪

物

權

契

約

^

る
も 

の
を
認
め

た

b

と
爲
す
に
®-き
す
而
し
て
我
民
法
は
登
記
又
は
物
の
引
渡
を
以
て
物
權
變
動 

の
成
立
條
件

e
爲

3
す

m

純
な

'
る
對

'杭
滌
件

V

爲
す
に

{卿
煎
找
竹
对
鱗

)

過
-き

さ

る
か

故
に
我 

民
.
‘法
上
の
所
謂
物
赌
契
約
な
る
も
の
は
意
思
表
示

■ょ
'
6
成
る
も
の
>
爲
す
な

 
>
元
來
西
七
十

六
條
は
卑
見
に
ょ
れ
は
，一
の
法
律
行
爲
を
認
め
た
る
も

.の
に
あ
ら
さ
る
，ば
勿
論
な
れ
と
も
而

i 

' 

. 

•
; 

, 

,

.も
之
に
’付
て
は

¥

*
問
：に
，議

.

あ
る
か
，故

に

也

點

に

付

て

は

後

W
詳
論
す
へ
し
只
觸
乙
の
物 

.«

契
，救

'̂
比
.較
し

V

論
：述

す

.へ〗

き
：材
料

.ミ

.し
：て
は
我

K

法

Jb
k

は
單
に
此
の
第
百
七
十
六
條 

の
.

®
思
へ
表
示
あ
る
：に
過
き

.す

.救
に
先
つ
破
宜
上
玆
に

®

乙
の
物
權
奥
約
'と
此
意
思
表
示
ど
を

-
. 

....

.

.
:比

_
し
其
相
逯

.吵
_要
»
を
示
し
あ
か
ん
ど
す
。
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:

-
:
;
.
• 

- 

. 

: 

: 

- 

■
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. 
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s

a

a
民
法
は
土
難
の
物
權
赛
動
に
關
す
る
鸿
定
を
設
く
る
に

#

§

變
動
其
.の
も
の
と
其 

:,:轉

 

る
こ
ビ
な

•し
換
，言
.す
.れ
は
變
動
其
れ
自
身
の
中
に
對
扰
力
を

a

令
す
る
も
の
ビ
爲
す
か
故
に
特
に

：*
杭
力
其
の
も
の
の
み
：に

_

し

て

は

何

等

の

，規

定

を

設
く

'

:....

•
.
‘ 

' 

. 

.

.

.
-
.
:
—
:
- 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

. 

:

.

S

.

Z

ビ
^

し
又
之

^

‘設
く
る
の

.必
要
な

&

:^

ゲ
之
に
反
し
て
我
民
法
は
物

.
權
變
動
に
關
す
る

::
:
- 

•

規
定
、を
設
く
る
に

.#

ぎ

右

の

：；
變

動

，
其

の

，
名

の

、ヒ

其

：

_

_

の

對

抗

.为
 

.

: 

:

し

て

此

對

，
抗

カ

は

更

，
に
，

\

又
之
：を
分
妒
當
事
#
間
の
對
杭
カ
と
第
三
潜
に
對
す
る
對
抗
ガ

ミ

の

'

■ 
'■*
•
•
-
.
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1

一
潸
と
爲
せ
り
隨
つ
，：て
，.此

等

に

對

し

そ

特

別

の

規

定

を

齡

け

た
P

郧
ち
第

W

七
十
六
條
は
變 

動
.其
の
も

0
と
當
事

«
間
の
，對
抗
カ
と
を
規
.定
し

.

.而
'
.む
て

」

第
首
七

+

:

對
す
ろ
對
抗
カ
の
條

.仲
を
規
定
せ

!)
:
是
故
に

«

乙
民
法
上

.の
所
謂
修

*'
契

約

，
の一

組

成

分

子

、

.

. 

:
， 

.

. 

.

.

.

.

.
+ 

•
- 

. 

•

'

龙
る
合

®

と
我
民
法

.
上

の

右

，
0

*
思
表

.示
_

を
-'
比
較

.す
る
i

其
內
容

0

點
に
：於
て
一
大
相
違 

.
ぁ
り
岑
す
即
ち
獨
乙

&

法
上
の
合
，意

の

粗

成

分

子

犮

る

所

_

物
權
，的
意
思
表
示
は
完
全
な
る

.

‘

! 

對
抗
力
を
存
す
る
物
權
變
動
を
爲
す
乙
ぐ
し
を
內
容
と
，す

る
に

反

し

我

民

法
^

の
右
の
物
權
的 

嚴

M-
表
承
.は
當
事
者
間
亿
の
.み
對
.抗
力
を
有
：す

る

物

權

變

動

を

■爲
^
.
»
 

.を
內
容
.
S
爲
す
も

紙
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第
九
號

 

ニニ

1

N
0-
'
ぬ
：
!)
'
.而
し
て
救
民
法
上
に

|於
七
は
如
何
な
る
場
合
に
於
て

i

一：層
廣
汎
な
る
意
味
の
內
容 

'
:
:を
，有

1-
る
意
思
表

*:
即
.ち
；獅
捣

0
'下
に
於
け
る
か
如
き
^
容
を
有
す
る
意
拋
表
示
は
絕
對
に 

.

.

■

之
を

^

す
こ
ど
能
は

S

る
な
り

何

と
な
れ
は
當
事
者
か
典

a

由
意
-©に
ょ
り
て
完
全
な
る
對 

杭
：力
を

'有
ず
る
物
權
變
動

.を

爲

す

，へ
き
旨
の
內
，容

耙

有

す

る

意

思

表

示

を

爲

す

も

法

#

は
其 

(

の
意
思
表
示
處
の
も

--
0

の
內
容
と
し
て
は
絕
對

^
之
を
禁

11
:
'

(

第
'百
七
十
七
條

)

す
る
か
故
に
右 

:

•
の
：內
容
の
中
第
三
：，者

に

»
す
る
對
抗
カ
へ
の
部
分
丈
け

{1
-

全
敝
不
成
立
若
し
く
は
絕
對

‘
無
.效
.

r

な

.̂
'
も

の

と

解

せ

さ

る

へ

か

ら

さ

る

か

故

な

ゲ

而

し

て

此

意

思

，歡
示
は
.物
權
.
意

思

表

示

• 

'，な
る
か
故
に
只
單
に

.右

:0
‘意
味

_に

於

け

^

%,
#:
變

動

を

以

で

其

內

：容

ビ

爲

す

こ

ビ

を

#

る
に 

'
也
ま
ヶ
典
他
如
何
な
る
.：事
項
.と
雖
も
之
を
以

.て
等
内

m

ビ
爲
す

乙
ビ
0

ゆ
す
殊
に
第
三
潘
に 

: 

,
1*
•
る
筆
航
力
の
伽
件

^
-
る

：
登

：
：
記

.

を

.爲
ず

0
'
債

權

.徵

務
g

發
生
を
以
て
其
內
容
と
爲
す
乙
ビ 

能
は
さ
る
は
勿
論
な

p 

す
何

ノ
レ
な
れ
は
此
債
權
歡
務

C D
,

發
座
を
內
容
ビ

.T
る
意
思
表
示

a

.

&

ち
：純
然
た
る
债
權
：的
意
思
表
示
な

.る

.か
故
に
此
種
の
意
思
表
示
：か
物
權

.的
意
思
■表
示
の
分 

子
を
爲
す
乙
と
能
は
ホ
：る
は
勿
論
な
る
か
故
な

h
。

'

:
.要們
，る
に
獨
乙
民
贬
上

.の
合
意
は
.完
全

と
爲
す
に
反
し
：我
民
法
上
の
物
權
的
意

.思
表
示
は
，

'只

單

に

當

事

者

間

に

の

み

對

，抗
.カ
を
有
す 

る
物

#

*
励
.を
以
て

'
#：•內
容
と

‘
'爲
.
.す
に
，過
■き
，ず

'
へ

'

(2
f

乙
民
法
上
の
右

.の
"合
意
を

'組
成
一
分
一
子
と
'す
る
物

.：權
契
約
；全
'部

ど

我

K

法
上

.の

..右
の
物 

構
的
意
思
へ
表
示
：ビ
を
此
較
す
る

_ど

き

は

玆

に

又

ー

大

相

舞

の

存

す

る

..：を

見

る

即

ち

,

獨
.

&

民

法

土

の

，
物

糊

契

約

：
の

.

.
成

.

^

: «

間

の
.
點

'
ょ
$

云

へ

：
は

雜
 

す

時

に

、始
.
ま
b

食
廳
の
：行
爲
キ
る
；登
記
.
を

爲

の

：.
時
に
.
.終
i

も
の

.h
ビ
す
寒
に
普

「

■
ニ
へ
丨 

. 

*

.

.
第

ー

に
^

全
«

る
» *
.
扩
.
カ
.
を
有
す
る
物
揪
變
，»

の
.
發
生
.
を
.
內

.
#

ぜ
.；す

る

- 

,

:
〉

思
‘
義
示
ょ
办
.
成
：る
合
.
意
；

締
結
せ

.

&

る
る
-
も
：-の
と，
t

今

物
*

契
約
構
；成
：
®

海

撥

；段
に
於
.
て

は

.

■ 

'
.
, 

此
.合
意
：は
.何

^

の
^

傷
力
¥

:«
す
.る
^

'

^
 

は
自
由
に
'
.其
.

:
'意
.思
'表
'示
を
雜
_

す
る
-こ
、く 

,

;

.

.
'
第
.一一.
.に
_

*

'

p如 

X 

^
 

 ̂

^
 

0
. 

 ̂
製
せ
.：ら
る
'る
'も

0

ビ
す
^
.抑
'

什̂
.
3此
拘 

束
，声

式

完

•成

の

_

時
に
，於
.て
右
..；の
-合
意
.は
，始

め

て

其

拘

束

力

を

生

す

隨

；'つ
.て
此
.皆

段

W卜
於
て 

は
當
.
事

；者

は

，，
其
-*
思

-
表

示

を

：
撤

，囘
.
す

る

.
こ

ど

'
能

^̂

n

^

.

.

.

(

，
1
ニ
0
七

)

：

0
 

'
w
- 

i

i

M

t
 

, 

m

l
 

5
_ 
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第

三

ド

當

事

者

の

*

S* I
s

に

ょ

，

登

，
記

■

力

爲

さ

る

る

も

の

と

.す

今

此

登

記

か

完

成

す

る

の

瞬 

r

r
.
於y

始
め

”
て
所

m

物
權
契
約
な
る
も

.
の
か

^-
成
す
る
も
の
と
す
避
つ
て
此
瞬
時

R
於
て 

.

.

.

.

始
.め
て
合
意

.の
■內
容
た
る
觉
全
な
，る

.對
抗
カ

.を
有
す
る

.

權
變

.'動，-と云
へ
る
法
律
上
の
戣
果 

.

か
.發
：生す
る

‘ぎ
の
上
す
故
に
一
旣
述
の
.如
ぐ

^̂
^̂ 

法 

'

.

#

上

の

效

カ

發

生

の

時

，期

w

の
三

.者
は
各
々
相
異
な
る
を
通
例

^
す
而
し
て
獨
乙
民
法

0

F
 

.に
於
て
は
特

.に
第

{ニ
潜
に
對
す
る
對
抗
カ
の
存
否
如

.何
と
云
；へ

.る
問
，題
.は
絕
對
に
生
起
す
る 

乙
：w

な

し

如

ち

.物

權
契
約
の
：猶
成
.中
に
於
て
も
，又

は

其

完
.成
後
に
於
て
•
も
絕
對
に
生
起
す
る 

の
傭
地
ぁ
る
こ
:

ビ
.
な
，し
隨

'
つ
て
亦
對
■杭

.

は
；全
然
生
起
す
‘

る

ミ

と

な

し

ど

す

：蓋
：し
此
：等

各

個

の

債

權

債

務

は

特

：別

：の

名

稱

を

有
.
せ
S

る 

'

-
の
み
*

ら
す
獅
•
立

し

て
#

在

す

る

，

の

に

あ

ら

す

，只

單

に

物

權

契

約

作

：製

を

自

的

ヒ

す

る

廣 

沉
^

る

偾

權

僙

務

；の

中

に

：自

ら

包

，

.■
含
せ
：声

る

る

こ
S

あ
&

に

過

き
^

.

る
.

か
故
な
&
是
故
に
獨 

•

乙
民
法
の
下
に
於
て
は
物

#

契
"
l

0o
«f
o

^

ô
l>
b

》

&6
iK
O

.

«o
MO
l

IB
O

*J
O

RO
l

^

ao
ô
a0
^0
lc
0 

於
て
も

om
os

者
に

«

す
る

§]

抗
ヵ
を
有
せ
：さ

‘

る
.
物
權

«o
®J
O

-

s
so
^

>̂
0

fe
#0
Jh
o

00
l

^

ô
MO
if
o
 

‘

に
發
生
す
る
乙

'

ビ
な
し
す
是
れ
日
獨

M

國
民
法
の
»
較
論
に
於
て
吾
人
の
注
意
を
爲
す
へ

r n m：

最

大

，重

要

點
.

な

hy.̂
c 

t

■25；

ふ
に

時 ‘

m
の

m

よ
b

云

ふ

は

苏

意
:

:

次
—

我
^

法
上
'

の
物
權
的
意
思
表
示
，は
如
何
ご

思
表
示
を
’爲
デ
時
に
始
ま
り
同
時
に
終
る

.

も
；の
と
す

1 1

し
て
我
民

•

法
は
殊
吏

|

2

形
式
を
排
斥 

せ
り

(

賴
趣
|

)

即
ち
單
に
意
.思
表
示
の
形
式
.を
排
斥
す
る
の
み
な
ら
す

©

，&

民
.

法
上
の
.所
謂
拘 

束
；形
：式

も

亦

之

を

：勘
求
す
る
，こ

ど

な

し
®

故
に
此
，意
思
.

：表

示

を

組

成

分

子

年

す

各

合

.意
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設

定
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律
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又
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範
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屬
す
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を
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こ
ビ
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。
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に
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：
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V
其
效
*力

を
生
す

』

と
云
へ
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る

意
へ
味
の
规
定
は

.哦
徵
權

法
.中
に

潜
狂
し
典
前
提
を

爲
す
も
の 

云
.は
0
P

る

ぐ
か
ら
す
此
點
は
何
入
も
之

‘を
爭
ふ
こ
ど
能
は

3

る
へ
し
何
ビ
な

^

は
^

W

ぶ 

は
原
阉
し
て
形
式
を
排

.斥
，し

|#
.
に
意
垠
表
一
不

.
©
•み
を
以
て
法
淨
要
へ
件
分
子
ビ
爲
す
か

4

に 

*

の
欢
き
意
，味
の

t
vs*
は
我

-f
f
l
rff
&

の
.根
本
に
，
存
す
る
一
大
.原
則
な

p
 

S
云
は

3

る
可
ら
さ 

る
：か

故

?

今
.此
規
觉
と
第
：西

.七
十
六
條
の
規
定
ビ
を
比
較
す
る

.と
き
は
蓋
し
何
入

i

も 

此
比
蛟
に

'1
6

第
西
七
十
六
條
の
规
定
に
對
す
る

■前
上
の

' 解
釋

の
.疋
當
な
る
所

以

を

了

知

す 

る
こ
と
令

」

得
へ
し
印
■ち
右
の
規
定
は
漬
權
の
創
設
な
る
法
.律
上
の
效
、果
は
原
則

S
し
て

M

に
 

意
思
农
示
，の
み
を
拟
阁
と
し
て
發
生
し
而
し
て
意
思
表
、示
と
形
式
ど
の
ニ
者
を
原
因
ど
じ
て 

發
生
す
，

:6
も
.の
に
あ
ら
す
仑
去

卜

る
旨
を
規
定
せ
る
も
の
な
办
此
規
定

0
意
思
.炎
示
な

る
丈 

.宇

も

亦

其

文

字

の

如

く

^

に
®;
思
表
示
を
意
味
す
る
に
過
き
す
故
に

.此
意
思
表
示
を

.組
成

# 

子
ビ
爲
す
へ
き
法
律
行
爲
為
る
も
而
七
本
輝
に
於
て
は
斯
.仏
如
き
法
棒
行
爲
は
全
然
之
を
规 

定

す

る

こ

と

な

し

隨

つ

て

此

意
M
表
示
を
組
成
分
子
、と
爲
す
へ
，
き

法

#

行
爲
の
性
質
如
何
の 

私
題
の
•

如

き

は

此

規

定

，の
範
圍
外
.

に
屬
す
，る

も

の

，

V
J
.

す
隨
つ
て
此
規
寒
か
此
の
如
‘き
問
題
を 

澥
诀
す

^

も

f

潙
す

こ

ゼ
馏
は

3

る
牯
勿
論
と
す
即
ち
只
舉
に
此
親
定
の
存
在
す
る
ビ
运

'
へ
：
る

理

，

の

み

に

ょ

b

其
*

思
•表
•示
を
組
成
分
子
ビ
す
る
.法
律
行
爲
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ち
例
へ
は
貴
權
契
約 

等
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無
因
行

^
S

ク

ビ

論
斷
す
る
こ

w

能
は

3

る
は
勿
誠
な
ぅ
ど
す

。
'
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.

.要
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:
る

i

^
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4

"
rユ/
.條
ね

.驾

.^
物

«

的
翁
思

'表1」

小
と
云
へ
る
法
#
事
實
の
み
を
認
め
酿 

し
て
物
權
の
設
：定
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a
移
0

ピ
云

.へ」

る
；法

#

上

0
:效
果
は
此
法

#■
事

®

ょ

K
V生
す
ビ
云
へ
る 

旨
を

*

定
す
る
に

.過
き
す
；
物

«

的
澈

M

表
示
を

«

成
分
子
ど
な
.す
へ
き
法
律
私
轉
は
全
熱 
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之
♦

規
；定
す
る

こ

は

な

し

隨

づ

て

同

修

は

其

法

俥

.行

嫁

の

性

質

如

何

く

云

へ

る

問

題

に

は
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ぃ
オ
4 

る >」

：ヒ

な

し

故

に

：亦

同

條

は

興

法

律

行

爲

か

無
.
因

行
爲
な
ぅ
や
否
や
の
問
題
に
觸 

^
.る
ゼ
：レ
ふ
乙
と
は
絕

»

に
.不
可
能
な
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是
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に
此
の
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西
七
十
六
條
の
規
定
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反
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對 

r
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房
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#

«
契
約
な
る
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‘
の
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す
見
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の
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據
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さ
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可
し
す
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於
て
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物

„

^

な，る
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か
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な
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^
云
へ
る
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對
論
潜
の
見

解
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全
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法
典
上

0
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據
を
有
せ
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^
,る
所
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を
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明
を
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玆
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假
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^
立
法
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を
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第
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六
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の
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定
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な
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ふ
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律
行
爲
若
し
，く
は
法

#

聚
#
な 
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と
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此
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正
を
.
爲

す

も®,
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，
興

.無

因

行

爲
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な

る
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も
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は
，現
#

；民
法
の
下
.に

於

て

^

全

然

何

等

の

實
益：：

を
、現

は

す
こ
と
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;

す
隨
つ
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法
律
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は

：
其

：
修
IE
に
.よ
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Xは
.現

行

民

法

よ

ぅ
.

も
よ
ぅ
.
以
上

に
何
等

#

別
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目
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達

す

る

こ
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能
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^

る
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云
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n

る
可
か
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る
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す
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す
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傅

權

懷

務
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生

す

即
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權
偾
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權
移
轉
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偾
權
，偾
務
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煩
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避

.け
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終
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«
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億
務

0
み
に
付
て
論
逾
せ
ん 
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權
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務
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な
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權
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轉
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實
を
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す
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轉
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條
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双
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，
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；
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安
す
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.權
.債
務
の
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.
行
あ
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憤
權
契
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ら
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と
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何
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效
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0
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の
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T
右
飯
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偾
權
憤

■務
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骚
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生
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さ
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し
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ご
な
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場
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於
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右
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.合
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.

•
 
•
 

I

■行
爲
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爲
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ビ
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ぐ
て
取
扱
ふ
と

‘き
.
U
典
所
；謂

.無

.因

.；行
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^
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.
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か
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に
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に
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办
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己
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#
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目
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す
る
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得
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s

P
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る
に
今
此
僙
權

'

全̂
然
消
滅
し
只
軍
に
，右

0
相
對
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權
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か
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存
す
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に
至
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ど
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買
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は
永
久
的
に
登
記
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す
こ
と
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さ
る
へ
し
隨
つ
て
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#
通
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物
權
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第
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す
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右
の
合
意
を 

無
-因
行

.爲
と
：し：て
取
扱
ふ
％
而
冬

.何
等
其
：實
益
を
現
は
す
之

ビ

能
.ゆ

3

る
へ
し
即
ち
第
三

« 

を
保
謎

^

且
取
引
を
安
全

'*
ら
.し
む
る
ど
云
へ

.る
目
的
を
達
'す
る
と
云
ふ
乙
ど
は
全
然
不
可 

能
な
る
か
故
冬
り

 

,
.
.

.

論

，
者

或

は

日

：
は

ん

對

：
抗

，
力

.

作
'成

^
偾
權
債
務
か
履
行
せ
ら
れ

」

た
る

#

'i
>1!
)

ち

發
餡
か
爲
：さ
れ 

t

後
に
於
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若
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た
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右
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行
：爲
ビ
し
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扱
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ビ
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乙
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